
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  非上場株式についての相続税の納税猶予           

Ｑ：平成27年から非上場株式等についての

相続税の納税猶予制度が変更になっているそ

うですが、どのあたりが変更になったのです

か？                                           

                                             

Ａ：次のようになっています。 

【解説】 

非上場株式等についての相続税の納税猶予

とは、後継者である相続人等が、相続等によ

り、経済産業大臣の認定を受ける非上場会社

の株式等を被相続人から取得し、その会社を

経営していく場合には、その後継者が納付す

べき相続税のうち、その株式等に係る課税価

格の80%に対応する相続税の納税が猶予され、

後継者の死亡等により、納税が猶予されてい

る相続税の納付が免除されるという制度です。 

平成27年度から、次の改正が行われていま

す。 

 ①経済産業大臣の事前確認制度が廃止になり

ました。 

 ②この特例の対象外となる資産管理会社の要

件が見直されました。 

 ③後継者は親族でなくてもよいことになりま

した。 

 ④株式不発行会社であっても、株券不発行の

まま担保提供が可能になりました。 

 ⑤雇用継続要件が緩和されました。 

 ⑥納税猶予税額の計算方法が変更されました。 

  なお、改正前に適用を受けた人であっても、

一定の要件を満たすときは、選択により、改

正後の適用を受けることができます。 
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